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明
治
維
新
時
の
坂
田
の
農
民

明
治
維
新
を
迎
え
た
と
き 、
坂
田
村
は
戸
数
七
六
戸
で
あっ
た 。
ま
だ
海
苔
養
殖
も
本
格
化
し
て
い

な
かっ
た
し 、
坂
田
の
人
々
は
濯
概
の
悪
い
田
畑
を
あ
え
ぎ
な
が
ら
耕
作
し
て
い
た 。
貧
し
い
半
農
半

漁
の
村
だ
っ
た
の
で
あ
る。

明
治
元
年 、
坂
田
村
は
安
房
上
総
県
の
所
轄
と
なっ
た 。
久
留
里
藩
士
柴
山
典
(
文
平)
が
知
県
事

と
なっ
て
H

御一
新H
を
迎
え
た 。

明
治
維
新
後
の
日
本
は
近
代
国
家
形
成へ
向
かっ
て
富
国
強
兵
の
政
策
を
ひ
た
走
り
に
定っ
た 。
行

政
は
し
ば
し
ば
試
行
錯
誤
し 、
一
般
庶
民
は
と
ま
ど
う
乙
と
も

少
な
く
な
かっ
た 。

明
治
元
年
比
安一
関
上
総
知
県
事
の
所
管
と
なっ
た
坂
田
は、
翌二
年
十一
月
に
は
宮
谷
県
(
県
所・

山
武
郡
大
網
白
里
町 、
柴
山
典
権
知
事)
の
設
置
に
よ
り 、
岡
県
の
所
管へ
と
指
定
替
え
さ
れ
た 。
そ

れ
も
つ
か
の
間 、
周
年
の
六
月
に
は
版
籍
奉
還
が
実
施
さ
れ 、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よっ
て 、
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上
総・
安
房
地
方
に
は一
六
の
県
が
設
け
ら
れ 、
十一
月 、
一
つ
の
県
に
統
合 、
木
更
津
県
(
県
所

木
更
津 、
県
令
柴
原
和)
と
な
り 、

坂
田
は
木
更
津
県
の
所
管
に
入っ
た 。

そ
し
て
明
治
六
年
六
月 、
木
更
津
県
と
印
膳
県
が
合
併
し
千
葉
県
が
設
置
さ
れ
る
に
及
び 、
千
葉
県

の
所
管
と
なっ
た 。

そ
の
後 、
明
治
政
府
は
西
南
戦
争
を
平
定
し
い
よ
い
よ
国
家
体
制
を
固
め 、
明
治
十一
年
に
府
県
制

を
ま
た
改
革 、
県
制
の
下
に
郡
制
を
敷
き 、
郡
区
町
村
編
成
に
着
手
し 、
統一
行
政
の
組
織
化
を
は
か

っ
た 。『
君
津
町
誌』(
上
巻)
に
よ
れ
ば 、

「
明
治
十一
年
十一
月 、
望
陀 、
周
准 、
天
羽
の
三
郡
を
もっ
て一
画
と
し 、
郡
役
所
を
木
更
津
に

置
き 、
望
陀
周
准
天
羽
郡
役
所
と
い
い 、
郡
長
之
を
管
轄
し
た 。
初
代
郡
長
板
倉
胤
臣 、
二
代
平
山

晋
で
あっ
た 。
郡
内
を
三
大
区
に
分
ち
望
陀
郡
が
第一
大
区 、
第二
大
区 、
周
准
天
羽
郡
が
第
三
大

区
と
なっ
た 。
そ
し
て
そ
の
下
を
小
区
比
分っ
た」
と
あ
る。

す
な
わ
ち 、
木
更
津
村
の
郡
役
所
の
発
足
に
よ
り 、

坂
田
は
正
式
に
は
千
葉
県
周
准
天
羽
郡
第
三
大

区
第一
小
区
に
所
属
す
る
乙
と
に
なっ
た 。
小
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
戸
長 、
副
戸
長
が
置
か
れ
る
乙
と
に

な
り 、
か
つ
て
の
庄
屋(
名
主) 、
年
寄
な
ど
の
村
役
人
に
替
わっ
て
村
々
の
行
政
を
と
り
し
き
る
こ
と

明治一終戦までの坂田

と
な
り 、

第
三
大
区
第一
小
区
の
戸
長
に
は
坂
田
の
坂
井
四
郎
治(「
明
石
醤
油」
十
四
代
目
当
主)
が

就
任
し
た 。

当
時
の
坂
田
の
世
帯
数
は
約
八
O
戸 。
人
口
も
わ
ず
か
六
O
O
人
足
ら
ず
の
小
村
に
す
ぎ
な
かっ
た 。

H
明
治
御一
新H
に
お
け
る
は
な
は
だ
し
い
変
転
の
時
勢
の
な
か
に
あっ
て 、
当
時
の
村
人
た
ち
は
四

O
数
町
歩
の
田
畑
を
鍬
と
鋤
で
耕
や
し
米
麦
を
作
り 、
あ
る
い
は
さ
さ
や
か
な
浅
海
漁
業
で
生
計
を
た

第4章

て
て
い
た 。

-
廃
藩
置
県

明
治
四
年
こ
八
七一
年)
七
月 、

明
治
新
政
府
が

中
央
集
権
体
制
確
立
の
た
め
に
行
な
っ
た
政
治
変
革 。

戊
反
戦
争
の
あ
と 、

明
治
新
政
府
は
版
籍
奉
辺 、
藩
制

改
革
に
よ
っ

て
藩
体
制
の
解
体
を
す
す
め
た
が 、

明
治

四
年
七
月、
在
京
の
諸
藩
知
事
を
召
集
し
て
廃
藩
を
命

じ 、
新
た
に
東
京 、
大
阪 、
京
都
の
三
府
と
三
O
二
の

県
を
設
置
し
た 。
乙
れ
に
よ
り 、

藩
知
事
に
代
わ
っ

て 、

府
に
は
知
事
が 、
県
に
は
県
令
が
派
遣
さ
れ
た
。

そ
の

後 、
同
年
十一
月
に
は
府
県
の
統
合
が
行
な
わ
れ 、
三

府
七
二
県
と
な
っ
た 。

ー-
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坂田の歴史

し
か
し
こ
の
頃
か
ら
坂
田
村
に
も
新
し
い
「
な
り
わ
い」(
生
業)
が
芽
生
え 、
人
々
は
積
極
的
に
そ

れ
に
参
画
し
て
い
っ
た 。
す
な
わ
ち
海
苔
養
殖
業
で
あっ
た 。
文
政
の
乙
ろ
か
ら
小
糸
川
河
口
で
は
海

第1編

苔
養
殖
業
が
盛
ん
で
あっ
た 。
そ
れ
ま
で
の
海
苔
養
殖
は
塩
分
の
少
な
い
河
口
が
最
適
で
あ
り 、

河
口

の
な
い
坂
田
海
岸
は
そ
の
恩
恵
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た 。
と
こ
ろ
が
明
治
十
三
年 、
そ
れ
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
の
結
果 、
海
苔
養
殖
は
塩
分
の
多
い
海
岸
で
も

可
能
と
なっ
た 。
小
糸
川
河
口
の
人
々
を

せ
ん
望
の
眼
差
し
で
な
が
め
て
い
た
坂
田
の
農
民
た
ち
に
とっ
て 、
こ
の
研
究
開
発
は
ま
さ
に一
条
の

灯
と
なっ
て
輝
い
た
の
で
あっ
た 。
耕
地
の
濯
概
に
恵
ま
れ
ず
年
々
の
収
穫
が
芳
し
く
な
かっ
た
彼
ら

は
む
し
ゃ
ぶ
り
つ
く
よ
う
に
海
苔
養
殖
業
に
飛
び
つ
い
た 。
そ
し
て
新
し
い
「
な
り
わ
い」
は
坂
田
の

人
々
の
期
待
に
背
か
な
かっ
た 。
生
産
技
術
の
開
発
に
か
け
た
人
々
の
努
力
で
海
苔
養
殖
に
よ
る
収
益

は
日
に
日
に
向
上
し 、
坂
田
村
は
よ
う
や
く
活
気
づ
い
て
き
た 。

乙
の
問 、
明
治
七
年
五
月
比
は、
長
福
寺
の一
隅
を
借
り
受
け
て 、
小
規
模
な
が
ら
坂
田
尋
常
小
学

校
が
設
置
さ
れ
て 、
義
務
教
育
の
灯
が
点
じ
ら
れ
た 。
学
区
は
坂
田
と 、
隣
接
す
る
大
和
田 。
明
治
十

一
年
に
は
さ
ら
に
人
見
校
と
畑
沢
校
を
坂
田
校
に
合
併
し
た 。

" 

周
西
村
の
誕
生

明
治二
十
一
年 、
明
治
政
府
は、
富
国
強
兵
を
国
策
と
し
て 、
徴
兵
制
度
の
確
立
を
ふ
ま
え
た
地
方

自
治
の
改
革
に
着
手
し
た 。
そ
の
年
の
四
月
比
は
市
制
お
よ
び
町
村
制
が
公
布
さ
れ 、
六
月
に
は
町
村

合
併
への
訓
令
が
発
令
さ
れ
た 。

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
坂
田
村
も
明
治二
十
二
年
四
月 、
隣
接
す
る
大
和
田 、
人
見 、
中
野 、
久
保 、
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台
の
村
々
と
合
併
し、「
周
西
村」
の
誕
生
を
み
た 。

乙
の
六
カ
村
は
か
つ
て
中
世
に
お
い
て
と
も
に
秋
元
荘
周
西
郷
に
属
し
て
い
た 。
そ
う
し
た
い
き
さ

つ
も
あ
り 、
な
か
ば
強
制
的
な
合
併
で
は
あっ
た
が 、
さ
し
た
る
問
題
も
お
こ
ら
ず 、
平
穏
の
う
ち
に

成
立
し
た 。
合
併
後 、
た
だ
ち
に
村
会
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
た 。

選
挙
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
等
級
選
挙
で
あっ
た 。
す
な
わ
ち 、
満二
五
歳
以
上
で
二
年
以
上
の
住

民
を
前
提
条
件
と
し
て 、
地
租
ま
た
は
直
接
国
税
を
二
円
以
上
納
入
し
た
も
の
を
「八ム

民」
と
い
い 、

市
町
村
の
選
挙
に
参
与
で
き
る
の
は、
乙
の
「ハム

民L
K
限
ら
れ
て
い
た 。

議
会
議
員
は
市
が
て
二 、
三
級
と 、
町
村
で
は
て
二
級
と
納
税
額
に
よっ
て
分
け
ら
れ 、
任
期

は
六
年 。一二
年
ご
と
に
半
数
が
改
選
さ
れ
た 。

当
時
の
議
員
は
い
わ
ば
名
誉
職
で
あ
り 、

現
在
と
ち
がっ
て 、
町
村
会
議
長
は
町
村
長
が
兼
ね
た 。

そ
の
後 、
大
正
十
五
年
六
月 、
市
制
町
村
制
の
改
正
が
あ
り 、

納
税
額
に
基
づ
い
て一
票
の
重
み
に
差

を
つ
け
た
等
級
選
挙
が
廃
止
さ
れ 、
平
等
選
挙
と
なっ
た 。

周
西
村
の
初
代
村
長
は
坂
田
地
区
の
坂
井
四
郎
治
が
選
出
さ
れ
た 。
助
役
に
は
久
保
地
区
の
議
貝
紋

平
が
選
ば
れ 、
周
西
村
は、
そ
の
歴
史
の
第一
歩
を
踏
み
出
し
た 。

明治一終戦までの坂田

村
役
場
は、
坂
田
八
五
八
番
地
に
あ
る
初
津
正
之
助
家
の一
部
を
借
げ
て
事
務
が
開
始
さ
れ
た 。
初

津
家
は
江
戸
時
代 、
坂
田
周
辺一
帯
を
知
行
と
す
る
旗
本・
小
笠
原
氏
の
後
喬
で
あ
り 、
そ
の
関
係
か

ら 、
村
役
場
所
在
地
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
周
西
村
は
そ
の
後 、
昭
和一
八
年
四
月 、

八
重
原
村
と
合
併
し
君
津
町
が
誕
生
す
る
ま
で 、
約
五
O
年
の
間つ
づ
く
が 、
歴
代
村
長
は
別
表
の
と

お
り
で
あっ
た(
助
役
名
は
下
段) 。

第4章

し
か
し
新
生
周
西
村
の
環
境
は
決
し
て
良
好
と
は
い
え
な
かっ
た 。
な
ん
と
い
っ

て
も

生
計
の
主
力
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坂田 の歴史

-
歴
代
周
西
村
村
長(
明
治
n
年
5
月
1

昭
和
川
年
3
月)

在大明
治

明明明
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田

木吉吉木 作福 名
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郎
治司 吉政官開郎次郎次

太
郎兵衛兵衛十郎

太
郎

久坂λ県人久中中大中中人坂 出和 地身
保田見属見保野野田野野見田

第1編

で
あ
る
農
業
が
溜
池
や
天
水
に
頼
る
と
い
う
決
定
的
な
体
質
を
もっ
て
お
り 、

広
大
で
肥
沃
な
耕
地
に

も
か
か
わ
ら
ず 、
い
ぜ
ん
皐
魁
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た 。

そ
し
て
明
治
二
十
七
年
に
は
未
曽
有
の
大
早
魁
に
見
舞
わ
れ
た 。
田
圃一
帯
の
作
物
は
枯
死
し、

な
と
が
繁
殖 、
大
飢
謹
に
遭
遇
し
た 。
困
窮
し
た
小
糸
川
北
側
沿
線
の
農
民
は、
小
糸
川
か
ら
水
を
揚

じ
〈
し

げ
る
ほ
か
な
い
と
し
て
坂
田 、
久
保 、
杢
師
の
三
部
落
は、
久
保
水
利
組
合
を
結
成
し、
明
治二
十
八

年 、
久
保
南
般
に
大
水
車
の
架
設
工
事
に
着
手
し
た 。
建
設
費二
四
O
O
円
で
あっ
た 。
こ
の
と
き
坂 し、
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田
は
ま
た
別
個
に
坂
田
水
利
組
合
を
結
成
し、
乙
の
難
局
に
対
応
し
た 。

一
方 、
海
岸
で
の
海
苔
養
殖
も
本
格
化
し、
明
治
三
十
五
年
十
月
十
四
日
に
は
坂
田
漁
業
組
合
が
設

立
さ
れ 、
栗
原
惣
吉
が
組
合
長
κ
就
任
し
た 。
組
合
員
は
八
七
名 、
明
治
三
十
五
年
十一
月
七
日
に
は

正
式
に
認
可
と
なっ
た 。

日
清
. 

日
露
戦
争
の
従
軍
者

明
治
政
府
の
な
か
に
は、
朝
鮮
に
積
極
的
進
出
を
促
す
征
韓
論
が
お
こっ
て
い
た 。
し
か
し、
そ
れ

は
明
治
八
年
の
日
鮮
修
好
条
約
の
締
結
で一
応
し
り
ぞ
け
ら
れ 、
朝
鮮
の
自
主
独
立
は
認
め
ら
れ
た 。

と
こ
ろ
が 、
清
国
は
朝
鮮へ
対
し
猛
烈
な
圧
力
を
か
け
て
き
た 。
日
本
と
清
国
の
緊
張
は
頂
点
に
達

し
つ
い
に
両
国
は
出
兵 、
衝
突
を
み
る
に
い
た
っ
た 。

豊
島
沖
海
戦
後 、
明
治
二
十
七
年
七
月 、
日
本
は
清
固
に
対
し
て
宣
戦
布
告 、
黄
海
海
戦
で
大
勝
し

た 。
そ
し
て
大
連 、
旅
順
な
ど
を
占
領
し、
明
治二
十
八
年
四
月
に
下
関
で
講
和
を
結
ん
だ 。
日
本
は

戦
費
二
億
円 、
一
万
七
0
0
0
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た 。

明治一 終戦までの坂田

日
本
は
清
国
か
ら
三
億
円
の
賠
償
金
を
得
て 、

っ
た 。

さ
ら
に
台
湾
を
植
民
地
と
し
て
統
治
す
る
乙
と
に
な

「
周
西
村」
の
従
軍
者
は
七
名 。
そ
の
う
ち
坂
田
か
ら
は
水
越
福
太
郎 、
秋
元
熊
次
郎 、
苅
込
常
吉

の
三
名
が
出
征
し
た 。
坂
田
か
ら
初
め
て
の
海
外
出
征
者
で
あ
り 、

悲
壮
な
決
意
で
故
郷
を
出
立
し
た 。

つ
づ
い
て
明
治
三
十
七
年二
月
に
は
日
露
戦
争
が
起
こ
っ
た 。「
赤
い
夕
陽」
の
満
州
の
蹟
野
で 、
あ
る

「
天
気
晴
朗」
な
日
本
海
に
お
い
て 、
お
よ
そ一
年
七
カ
月
に
わ
た
っ

て
激
戦
が
展
開
さ
れ
た 。

第4 章

は

-
坂
田
選
出
周
西
村
村
会
蟻
員

A 、

等
級
選
挙
時
代
(

明
治

詑
年
l

大
正
日
年)

山一
級当
選
者(
定
員ロ
名)

氏
名

就
任年月日

退任年月日

坂
井
音

次郎

明
治
n
・
4
・

n

明
治
μ
・

ロ
・
5

水
越

広
士口

H
m
・
4
・
1

M
MU
・
3
・

n

坂
井
四郎
治

H
お
・
4
・
ー

か
幻
・
3
・

幻

坂
井
源

次郎

H
U
・
4
・
I

H
幻
・
3
・

幻

秋
元

徳
蔵

か

引で
4
・
1

H
MU
・
3
・

MM

栗
原

惣
吉

か
幻
・
4
・
l

u
幻
・
4
・

u

牧
野
信
太郎

H
刊
・
4
・
1

大
疋
2
・
3
・

n

安
藤

忠
蔵

大
正
2
・
4
・
l

H
6
・
3
・

n

牧
野
信
太郎

H
2
・
4
・
1

H
6
・
3
・

hu

苅
込

常士口

H
6
・
4
・
1

H
m
・
3
・

幻

牧
野
信
太郎

H
6
・
4
・
1

H
m
・
3
・

幻

牧
野
信
太郎

H
叩
・
4
・
ー

か
H
・
3
・

hu

他大正2年までは任期6年 、
以後4年 。

間二
級
当選
者(
定
員ロ
名)

氏
名

就
任年月日

坂
井
四郎
治

明
治
n
・
4
・

n

秋
元

徳
蔵

か
お
・
4
・
1

坂
井
四郎
治

M
訂
・
4
・
1

坂
井
四郎
治

H
M
・
4
・
1

安
藤

忠
蔵

H
幻
・
4
・
1

坂
井
源

次郎

M
M判
・
4
・
1

安
藤

忠
蔵

H
U
・
4
・
1
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退任年月日

明
治
目
・
3
-

uu

H
MU
・
3
・

nu

y

qL
.
，LZ
・
4-

i，

q3

4

'i

 

u'
ハU
・
33・
唱i

，

4-
.
，一‘
4・

qδ

か
。
・
3
・

幻

大
正
2
・
3
・

MM

H
2
・
3
・

泊



坂田 の歴史

旅
順
攻
略
戦 、
奉
天 、
遼
陽
の
大
会
戦
で
日
本
軍
は
死
闘
の
す
え 、
よ
う
や
く
に
し
て
勝
利
を
か
ち
と

っ
た 。
そ
し
て 、
こ
の
勝
利
を
契
機
と
し
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
興
国
家
と
し
て
の
名
声
を
高
め 、
列

第1編

強
の一
員
と
し
て
国
際
舞
台へ
登
場
す
る
こ
と
に
なっ
た 。
が 、
そ
の
犠
牲
も

甚
大
で
あっ
た 。

「
周
西
村」
の
従
軍
者
は
四一
名
を
数
え
た 。
坂
田
出
身
の
兵
士
は
一
名
で 、
そ
れ
ぞ
れ
抜
群
の

功
績
を
た
て
た
と
評
判
に
なっ
た 。
そ
の
う
ち
広
瀬
庄
之
助
は
満
州
の
遼
陽
会
戦
で
右
腕
を
失
い 、
左

記
の
三
名
が
名
誉
の
戦
没
を
遂
げ
た 。

栗
原
惣
吉
明
治
九
年
七
月二
十
日
生
ま
れ 。
軍
曹 。
坂
田
漁
業
組
合
初
代
組
合
長
を
つ
と
め
て
い

F- ‘、》、
ナーハ

ム川N

日
露
戦
争
に
従
軍 、
明
治
三
十
八
年
四
月
六
日 、
北
満
州驚
鷺
樹
に
て
壮
絶
な

戦
死
を
遂
げ
た 。

平
野
吉
之
助
明
治
七
年
八
月二
十
日
生
ま
れ 。
輪
重
輸
卒 。
明
治
三
十
八
年
十
月二
十
日 、
韓
国

砂
作
定
立
病
院
に
て
戦
病
死
す
る。

安
藤
高
治
明
治
十
八
年
八
月
九
日
生
ま
れ 。
二
等
卒 。
明
治
四
十
年一
月
七
日 、
習
志
野
騎
兵
第

十
四
聯
隊
に
勤
務
中
病
死
す
る。

そ
の
ほ
か
の
従
軍
者
は、
水
越
福
太
郎 、
苅
込
常
吉
が
日
清
戦
争
に
次
ぐ

再
度
の
出
征
者 。
そ
し
て

秋
元
猪
次
郎 、
山
田
太
助 、
広
瀬
庄
之
助 、
色
部
勘
治 、
安
藤
栄
三
郎 、
平
野
喜
代
治
の
八
名
で
あっ

た 。
い
ず
れ
も
い
ま
は
亡
き
人
々
で
あ
る
が 、
日
清 、
日
露
の
両
戦
争
に
従
軍
し
た
水
越
福
太
郎
は
次
の

よ
う
な
従
軍
日
誌
を
残
し
て
い
る。

〈
明
治二
十
七
年〉

八
月
三
十
日
午
后
五
時
日
清
戦
争
が
開
戦
さ
れ 、
同
日
召
集
令
状
を
受
領 、
翌
三
十一
日
午
前
九
時 、
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坂
井
四郎
治

坂
井
四郎
治

坂
井
四郎
治

坂
井
四郎
治

広瀬
惇
次郎

大
正
2
・
4
・
1

H
E0
・
4今
.
、i

H
M
・
4
・
ー

か
H
・
4
・
1

H
H
・
4
・
1

H
6
・
3
・

n

H
叩
・
3
・

n

H
H
・
3
-

m

昭
和
4
・
3
・

訂

大
正
日
・
4
・

幻

B 、
等
級
選
挙
廃
止
後(
昭
和
4
年
i

昭
和
国
年)

氏

名

就
任
年
月
日

退
任
年
月
日

安
藤
忠
兵
衛

昭
和
4
・
4
・
1

昭
和
5
・
9
・

u

苅
込
和
三郎

H
4
・
4
・
ー

か
8
・
3
・

MM

坂
井

豊
三

H
8
・
3
・

MM

秋
元

粂士口

か
ロ
・
3
・

hu

安
藤

敬
三

H
U
・
3
・

訂

坂
耕
畑

一部治

n
ロ
・
3
・

汎

秋
元

粂士口

H
口
・
5
・

n

秋
元
猪

次郎

か
口
・
5
・

n

坂
井
音
三郎

H
M
・
5
・

u

苅
込
和
三郎

H ・
M
・
5
・

H

UH
Au-
-
aaT
・
唱A

h w
oo
-
44τ
・
14

h w
。0
・
A9・
1i

h w
oo
-
sιτ・
ti

H
ロ
・
4・
1

H
U
・
4
・
l

y

弓 f
'
・
3
・
。白

，

14

1
‘

。4

H
げ
・
5
・

n



明治一終戦までの坂田第4章

十
円
十
五
銭
を
所
持
し
て
出
発 。

九
月一
日 、
第一
師
団
輸
重
兵
第一
大
隊
補
充
中
隊
に
編
入
さ
れ
る。

九
月二
十
六
日 、
海
外
出
征
の
目
的
を
以っ
て
広
島
を
出
発 、
同
日
十
時 、
宇
品
港
に
て
乗
船 、
二

十
七
日
大
風
雨
海
上
大
浪
に
し
て
船
中
大
い
に
困
難 。

三
十
日
朝 、
朝
鮮
大
同
湾
着 。

十
月
十
二
日
大
連
着 、
十
四
日
柳
橋
屯
に
上
陸 、
二
十
七
日
旅
順
の
戦
闘
に
参
加 。

十一
月
三

十
二 、
三
日 、
金
州
街

道
に

敵
の
敗
兵
多
数 、
乙
れ
を
追
撃 、
敵
兵
大
い
に
敗
定
せ
り 。

皇
后
陛
下
よ
り

防

寒
用

と
し
て
真

綿

二
十
八
貫

目

下
賜
せ
ら
る
る

と
の
命
令
を
受
領 。

十
二
月
二
日
天
皇
陛
下
よ
り

旅
順
は
清
国
の
北
門 、
よ
く
こ
れ
を
占
領
し
た
と
賞
さ
れ
る
勅
語
を
賜

わ
る。

〈
明
治
二
十
八
年〉

一
月
元
E 、
晴
天
に
し
て
大
い
に
暖
か
く

休
憩 、
金
州
地
民
家
に
宿
舎
す 。
一
月二
日 、
酒二
合 、

蓋
平 、
金
州
等
の
守
備 。

す
る
め一
枚 、
干パ
ン
二
箇 、
餅
四
箇
下
さ
る。

六
月
五
日 、
大
連
湾
出
帆 、
同
八
日
宇
品
港
上
陸 、
十
三
日
復
員
に
付
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
る。

十一
月
十
八
日 、
日
清
戦
役
の
功
に
よ
り

金
拾
五
円
を
賜
わ
る。

日
露
戦
争
に
つ
い
て
も

細
々
と
記
録
し
て
い
る
が 、
こ
こ
で
は
そ
の
最
後
の
部
分
だ
け
抜
粋
す
る。

明
治
三
十
九
年一
月一
日 、
天
気
晴
朗
に
し
て
寒
し、
午
前
九
時
六
社
屯
大
隊
本
部
前
芝
地
に
整
列 、

大
隊
長
並
に
副
官
臨
時
年
賀
式
挙
式
す 。
九
時
半
解
散 、
六
社
屯
滞
在 。
十
三
日
凱
旋
の
た
め
六
社

明治の軍服姿(色部太吉)
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坂田の歴史

屯
出
発 、
十
八
日
大
連
出
帆 、
二
月二
日
佐
倉
に
凱
旋 、
四
回
復
員
下
令 。

二
月
六
日 、
晴
天
北
風
静
か
に
て
午
前
越
前
堀
よ
り

乗
船 、
十一
時
海
上
無
事
桜
井
に
上
陸 、
町
村

第1編

赤
十
字
社
委
員
及
び
部
落一
岡 、
周
西
小
学
校
生
徒
及
び
各
職
員
の
最
も

熱
誠
な
る
歓
迎
を
受
け
て

午
后二
時
帰
宅
す 。

四
月一
日 、
戦
役
の
功
に
よ
り

勲
八
等
白
色
桐
葉
章
及
び
金
弐
百
円
下
賜 、
同
日
従
軍
記
章
授
与
さ
る。

明

治

四

十

三

年

の

大

豪

雨

と

大

正

六

年

の

台

風

被

害

坂
田
は
気
候
温
暖
に
し
て 、
自
然
に
恵
ま
れ 、
住
み
や
す
い
土
地
で
あ
る。
し
か
し、
部
落
の
居
住

区
域
と
海
岸
と
の
聞
に
は
小
高
い
圧
陵
地
帯
が
連
な
り 、

住
居
に
迫
る
山
容
は
高
え
は
な
い
が 、
と
乙

ろ
に
よっ
て
は
か
な
り

急
傾
斜
で
あっ
て 、
大
豪
雨
の
時
な
ど
は
ガ
ケ
崩
れ 、
浸
水
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
て
き
た 。

と
り
わ
け 、
明
治
四
十
三
年
八
月
中
旬
に
は
集
中
豪
雨
が
狂っ
た
よ
う
に一
週
間
も
降
り
つ
づ
い
て 、

八
月
十一
日 、
つ
い
に
正
陵
の
あ
ち
こ
ち
を
崩
壊
さ
せ 、
突
如
と
し
て
山
崩
れ
が
発
生
し
た 。
山
裾
に

点
在
す
る
家
屋
は
見
る
聞
に
土
砂
に
お
お
わ
れ
て
し
まっ
た 。
人
々
は
逃
げ
る
術
も

失
な
わ
れ 、
思
わ

ぬ
大
惨
事
と
なっ
た
の
で
あ
る。

れ
倒
壊
し
た
家
屋
(
母
屋)
八一戸 、
死
者
は
実
に一一一
名
に
の
ぼ
っ

て
し
まっ
た 。

歴
史
的
に
み
れ
ば 、
天
明
の
飢
鍾
や
安
政
の
大
地
震
と
いっ
た
災
害
が
あ
り 、

坂
田
で
も

痛
ま
し
い

被
害
は
な
く
は
な
かっ
た
が 、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
死
者
を
出
し
た
の
は、
乙
の
と
き
が
お
そ
ら
く

初

め
て
の
経
験
だっ
た
と
思
わ
れ
る。
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-
第一
次
世
界
大
戦(
大
正
三
年)
の
従
軍
者

坂
田
か
ら
は
広
部
弥
三郎
が
中
国
の
青
島
攻
略
に
出

征
し
活
躍
し
た 。
そ
の
後
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
は
小
野

近
之

助
が
従
軍
し
た 。



そ
の
と
き
の
倒
壊
し
た
家
屋
と
犠
牲
者
は
次
の
と
お
り
で
あっ
た 。
そ
の
ほ
か 、
家
屋
の
小
破
は
各

所
に
発
生
し
た 。

-

明

治

四

十

三

年

の

豪

雨

被

災

者

広安平青小平水広 坂 牧

部藤野沢野野越部井野 世
伊仁 近 弥 巳 帯主吉之三半之楽む三寅之

蔵吉郎 蔵助蔵 め 郎 松 吉

仲志加吉大 志浜
大

花
�I 知 ケ 原谷 の

町毛畑作作 毛津井

死
亡

一f-L\A 二-二-車 者数

半全全全全平坂全全全 {
家被グ主く壊壊壊瞳壕 竪1員家井戸2小 壊壊慶 状況

I乙 l乙
て て

世災 被火

大
正
六
年
九
月
三
十
日
に
は
台
風
と
津
波
が
坂
田
を
襲っ
た 。
ち
ょ
う
ど
そ
の
季
節 、
坂
田
は
稲
刈

明治一終戦までの坂田

り
の
直
前
で 、
ま
た
海
苔
鎮
の
建
て
込
み
の
時
期
で 、

朝
か
ら
な
ん
と
な
く

無
気
味
な
空
模
様
で 、
北
東
か
ら
の
風
に
ま
じっ
て
雨
が
降
り
は
じ
め
て
い
た
が

一
年
の
う
ち
で
最
も
多
忙
の
と
き
で
あっ
た 。

夜
に
入
る
と
風
は
次
第
に
風
力
を
増
し、
夜
半
に
は
荒
れ
狂
う
台
風
と
化
し
て
し
まっ
た 。

最
も

心
配
し
た
こ
と
だ
が 、
台
風
は
北
西
風
を
ま
き
起
乙
し
津
波
を
呼
ん
だ 。
本
名
輪
河
岸
の
船
溜

り
が
大
破
し、
波
打
ぎ
わ
に
荷
出
し
さ
れ
て
い
た
建
て
込
み
前
の
木
侠は
こ
と
ご
と
く
流
出
し
た 。
木

第4章

更
津
で
は
こ
の
と
き
津
波
が
打
ち
よ
せ 、
死
者
六
名 、
住
家
流
出一
七
戸 、
家
屋
の
全
半
壊
九
O
戸
と
い
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坂田の歴史

う
大
被
害
を
乙
う
むっ
た
け
れ
ど
も 、

坂
田
は
本
名
輪
の
本
間
佐
吉
と
錦
織
長
吉
の
両
母
屋
が
倒
壊
し

た
に
と
ど
まっ
た 。

第1編

こ
の
た
め
海
苔
浜の
建
て
込
み
は
大
幅
に
遅
れ
て
し
まっ
た
が 、
翌
年
の
収
穫
に
は
ひ
び
か
な
かっ

た 。内
房線
の
開
通
と
坂
田の
文
明
開
花

日
本
で
初
め
て
鉄
道
が
走っ
た
の
は、
明
治
五
年
の
九
月 、
新
橋
|

横
浜
間
で
あ
る。
そ
の
後 、
鉄

道
は
大
量
輸
送
手
段
と
し
て
そ
の
便
利
さ
が
着
目
さ
れ 、
明
治
二
十
年
代
以
降 、
鉄
道
建
設
が
活
発
化

し
た 。千

葉
県
で
は、
明
治二
十
七
年
七
月 、
市
川
1

佐
倉
聞
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ 、
同
年
十
二
月 、
東
京

の
本
所
|

市
川
聞
が
開
通
し
た 。

明
治
四
十
三
年 、
鉄
道
敷
設
法
の
改
正
に
よっ
て 、
蘇
我
1

木
更
津
l

北
条
1

勝
浦
|

大
原
と
い
う

環
状
線
構
想
が
立
て
ら
れ 、
大
正
元
年
八
月 、
蘇
我
|

木
更
津
聞
が 、
翌
大
正
二
年
六
月 、
大
原
l

勝

浦
聞
が
開
通
し
た 。
次
い
で
木
更
津
|

上
総
湊
間
(
大
正
四
年) 、
ー

安
房
北
条
(
大
正
八
年) 、
|

安
房

(
大
正
十
四
年)
が
逐
次
開
通
し 、
昭
和
四
年
に
よ
う
や
く

勝
浦
と
接
続
す
る
に
至っ
た 。

問 、
大
正
元
年
に
は
久
留
里
線
が
木
更
津
か
ら

久
留
里
ま
で
開
通
し
て
い
る。

鴨
川こ

れ
ら
鉄
道
の
敷
設
に
当
た
っ

て
は、
地
域
開
発
の
た
め
に
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
す
る
市
町
村

が
あ
る
反
面 、内
陸
蒸
気H
は
火
災
や
煙
害
な
ど
災
害
を
も
た
ら
す
と
し
て
鉄
道
敷
設
に
反
対
す
る
市
町

村
が
あ
り 、

線
路
の
敷
設
に
は
ど
こ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
好
余
曲
折
が
伴っ
て
い
た 。
木
更
津
か
ら
よ
総

乙
の
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-
内
房
線
敷
殺
に
伴
い
中
野
区
と
交
し
た
契
約
書

契

約

書

君
津
郡
周
西
村
坂
田
区
総
代
人
秋一
元
国
太
郎
外
弐
人

全
村
中
野
区
総
代
人
鈴
木
吉
兵
衛
外
弐
人
協
定
ス
ル

事
項
左
ノ
如
シ

て
鉄
道
線
路
敷
設ニ
付
坂
田
区
用
地
排
水
ヲ
目
的
ト

シ
坂
田
字
鰯
原
地
先
ヨ
リ
全
村
中
野
字
蒲
田
九
拾
四

番
ノ
四、
九
拾
三
番
ノ
四、
九
二
番
ノ
四
ヲ
経
テ
小

学
校
裏ニ
通
シ
幅
員
六
尺
ノ
水
路
ヲ
新ニ
設
置
ν
中

野
区ハ
之
レ
ニ
同
意
ス
ル
コ
ト

三 、
前
号
排
水
路
設
置ニ
付
キ
中
野
区
団
地一一
被
害
ナ

キ
ヲ
主
ト

為
ス
可
シ

三 、
第
二
号ニ
ヨ
リ
中
野
字
御
丈
弐
拾
参
番
地
先
ヨ
リ

小
糸
川一一
至
ル
迄
ノ
悪
水
路
ヲ
竣
深
シ
若
シ
ク
ハ
幅

員
ヲ
拡
張
ス
ル
ノ
工
事
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
其
場
合ハ

中
野
坂
田
同一
ノ
歩
合
ヲ
以
チ
人
夫
ヲ
提
供
シ
費
用

ヲ
負
担
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
通
常

工
事
ト
シ
テ
春
秋
二
回
ノ
竣
深
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

四 、
通
常
工
事
ヲ
施
シ
テ
尚
排
水
不
充
分ニ
シ
テ
中
野

田
地一一
被
害
ヲ
認
ム
ル
場
合ハ
臨
時工
事
ト
シ
テ
悪

水
路
幅
員
ヲ
拡
張
シ
若
シ
ク
ハ
便
宜
ノ
方
法
ヲ
設
ク

ル
コ
卜

五 、
排
水
路
以
西
中
野
田
地一一
潅
瓶
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル

堰
留
工
事
ヲ
坂
田ニ
於
テ
作
成
ス
ル
コ
ト

右
契
約
ヲ

単γ
ス
ル
為
メ
弐
通
ヲ
作
製
シ
双
方
壱
通

宛
所
持
ス
ル
モ
ノ
也



湊
聞
の
内
房
線
の
敷
設
に
際
し
で
も 、

最
初
の
設
計
で
は
木
更
津
か
ら
八
重
原
を
通
り 、

現
在
の
国
道

一
二
七
号
線
沿
い
に
佐
貫
に
貫
け
る
予
定
で
あっ
た 。
と
こ
ろ
が 、
周
西
お
よ
び
青
堀
方
面
か
ら 、
も

っ
と
海
岸
線
に
近
い
路
線
を
と
い
う

声
が
起
こ
り 、

誘
致
運
動
が
展
開
さ
れ 、
木
更
津
か
ら
周
西
村
に

入
り 、

坂
田
と
久
保
お
よ
び
中
野
の
境
界
線
を
通
り 、

大
和
田 、
人
見
を
経
由
し
て
青
堀
に
抜
け
る
現

在
の
路
線
に
変
更
さ
れ
た 。

駅
を
ど
こ
に
設
け
る
か
も

大
き
な
問
題
で
あっ
た 。
各
部
落
か
ら
自
分
の
近
く
に
設
け
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
た
が 、
結
局 、
坂
田
と
久
保・
中
野
の
中
間
点
に
当
た
る
現
在
の
地
に
設
置
す

る
こ
と
に
決
定
し
た 。
か
く
し
て 、
大
正
四
年一
月
十
五
日 、
周
西
駅
が
誕
生
し 、
鉄
道
が
開
通
し
た 。

開
通
当
時 、
冬
の
周
西
の
野
を
黒
煙
を
は
き
な
が
ら 、
重
量
感
い
っ
ぱ
い
に
走
る
蒸
気
機
関
車
を
見
て

坂
田
の
人
々
は
驚
嘆
の
声
を
あ
げ
た 。

鉄
道
の
開
通
に
よ
り 、

千
葉
お
よ
び
東
京
と
の
時
間
的
距
離
は
大
き
く

短
縮
さ
れ
る
乙
と
に
なっ
た 。

坂
田
の
人
々
は、
以
前
よ
り
も
は
る
か
に
気
軽
に
千
葉
や
東
京
に
出
か
け 、
都
会
の
文
明
に
ふ
れ
る
乙

と
が
で
き
る
よ
う
に
なっ
た 。
ま
た 、
米
や
麦 、
そ
ら

豆
な
ど
の
農
産
物
を
は
じ
め 、
明
石
醤
油
な
ど

も
汽
車
で
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り 、

荷
車
や
船
に
頼っ
て
い
た
時
代
と
比べ
る
と
輸
送
は
は
る
か
に

明治一終戦までの坂田

便
利
K
な
り 、
出
荷
地
域
も

大
き
く

遠
方
ま
で
伸
び
て
い
っ
た 。

な
お 、
内
房
線
の
敷
設
に
よっ
て 、
坂
田
地
区
と
中
野
地
区
の
聞
に
鉄
道
線
路
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り 、

濯瓶
や
排
水
に
関
し
て 、
種
々
問
題
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
出
て
き
た 。
そ
乙
で
大
正
二
年
四

月 、
坂
田
区
総
代
人
秋
元
国
太
郎
と
中
野
区
総
代
人
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
下
段
の
よ
う
な
契
約

書
を
交
し
た 。

第4章

乙
の
鉄
道
の
開
通
の
次
民 、
わ
れ
わ
れ
坂
田
の
村
人
の
生
活
に
大
き
な
思
恵
を
与
え
た
の
は、
家
庭

大
正
弐
年
四
月
廿
四
日
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坂田の歴史

電
灯
の
普
及
で
あ
る。

東
京
の
鹿
鳴
館
で
白
熱
電
灯
が
点
じ
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
年一
月
の
乙
と
で
あ
る。
そ
の
後 、
各

第l編

地
に
電
灯
会
社
が
設
立
さ
れ 、
大
都
市
か
ら
地
方へ
と
電
灯
が
普
及
し
て
い
く 。
隣
り
の
木
更
津
で
は

明
治
四
十
五
年
に
木
更
津
電
灯
附
が
配
電
点
灯
を
行
なっ
て
い
る
が 、
乙
れ
を
機
に 、
付
近
の
農
村
で

も
電
灯
架
設
の
動
き
が
強
まっ
て
い
っ
た 。
そ
し
て 、
大
正
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日 、
あ
の
関
東
大

震
災
の
年
の
暮
れ
も

押
し
迫っ
た
こ
ろ 、
坂
田
を
は
じ
め
周
西
地
区
に一
斉
に
電
灯
が
と
も
さ
れ
た 。

そ
の
頃
の
電
灯
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
球
で
あっ
た 。
普
通
の
家
庭
の
点
灯
契
約
は
五
燭
光
か一
O
燭
光

を一
灯
か
二
灯
で
あっ
た 。
そ
の
晩 、
村
中
の
家
々
に一
斉
に
点
灯
さ
れ
た
と
き 、
子
供
も

大
人
も
眼

を
ま
る
く
し
て
興
奮
し
た
と
古
老
は
語っ
て
い
る。
そ
れ
ま
で
の
う
す
暗
い
ロ
ウ
ソ
ク
や
石
油
ラ
ン
プ

に
比べ
た
ら 、
五
燭
光
と
い
え
ど
も

電
灯
は
格
段
の
明
る
き
で
あっ
た 。
村
人
た
ち
の
喜
び
ょ
う
は、

今
の
わ
れ
わ
れ
に
も
素
直
に
伝
わっ
て
く
る。

電
灯
が
入っ
た
乙
と
に
よっ
て 、
子
供
た
ち
は
ラ
ン
プ
の
ホ
ヤ
み
が
き
か
ら
は
解
放
さ
れ
た 。
し
か

し 、
そ
の
当
時
は、
電
気
屋
は
ま
だ
な
く 、

電
球
が
切
れ
る
と 、
青
堀
に
あ
る
電
灯
会
社
の
出
張
所
ま

で
新
し
い
球
と
交
換
に
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た 。

一
方 、
わ
が
国
の
郵
便
制
度
は、
江
戸
時
代
の
飛
脚
に
よ
る
手
紙の
配
達
に
とっ
て
か
わっ
て 、
明

治
四
年
三
月 、
東
京 、
京
都 、
大
阪
の
聞
に
新
式
郵
便
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る。
明
治
六
年
に

は
郵
便
料
金
が
全
国
的
に
統一
さ
れ 、
郵
便ハ
ガ
キ
が
初
め
て
発
行
さ
れ
た 。

こ
れ
に
伴
い 、
郵
便
取
扱
所
や
局
が
開
設
さ
れ
た
が 、
君
津
地
区
で
は、
明
治
五
年
に
木
更
津
局
が

開
設
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に 、
久
留
里 、
佐
貫 、
富
津 、
青
堀 、
横
田
な
ど
に
次
々
と
開
局
し
た 。

坂
田
の
近
隣
で
は、
明
治
七
年
三
月 、
釜
神一
一
五
O
番
地
に
貞
元
郵
便
取
扱
所
が
聞
か
れ 、
坂
田
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の
人
々
に
とっ
て
も
郵
便
が
身
近
か
な
も
の
に
なっ
た c
法
木
作
も
そ
の
こ
ろ
開
局
し
た
よ
う
で
あ
るc

員
元
郵
便
取
扱
所
は、
明
治
十
年 、
集
配
三
等
郵
便
局
に
昇
格 、
二
十一
年
に
は
釜
神
郵
便
局
と
改

称
し
た 。
だ
が 、
明
治
四
十
三
年 、
無
集
配
局
と
なっ
た
の
で 、
青
堀
郵
便
局
が
そ
の
区
の
集
配
業
務

を
受
け
持っ
た 。

一
万 、
電
信
電
話
業
務
は、
明
治
二
年
八
月 、
横
浜
灯
明
台
役
所
と
横
浜
裁
判
所
閣
の
約
八
O
O
メ

ー
ト

ル
が
開
通
し
た
の
に
始
ま
り 、

全
国
に
普
及
し
て
い
っ
た 。
君
津
地
区
で
は、
明
治
十
七
年 、
木

更
津
村
に
電
信
分
局
が
開
局 、
電
信
の
取
扱
を
開
始
し
た c
そ
の
後 、
明
治
四
十
年
に
は、
木
更
津
町

(
明
治
二
十
二
年
町
制
施
行)
に
銚
子
に
次
い
で
県
下
二
番
目
の
電
話
が
設
置
さ
れ
た c

坂
田
近
辺
で
は、
大
正
十
年 、
釜
神
郵
便
局
内
に
電
話
機一
台
が
置
か
れ
て 、
電
信
電
話
業
務
が
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り 、

電
報
の
取
扱
い
と
呼
び
出
し
電
話
業
務
が
行
な
わ
れ
た 。

続
い
て 、
昭
和
六
年
十
二
月二
十
六
日 、
電
話
交
換
業
務
が
開
始
さ
れ
た 。
こ
の
時
の
電
話
加
入
者

は
十二
名
で 、
下
段
の
よ
う
な
人
々
で
あっ
た 。

戦
後
の
昭
和
三
十一
年 、
釜
神
郵
便
局
は
釜
神
か
ら
中
野
六
二
六
番
地
に
移っ
た 。
そ
の
後 、
ほ
と

ん
ど
の
家
庭
に
電
話
が
普
及
し
た
こ
と
に
伴
い 、
四
十
四
年
五
月 、
君
津
自
動
交
換
局
が
生
ま
れ
ダ
イ

明治一終戦までの坂田

ヤ
ル
化
さ
れ
る
に
至
り 、

釜
神
局
は
電
話
交
換
業
務
を
停
止
し
た 。

伴っ
て 、
昭
和
四
十一
年 、
君
津
郵
便
局
(
普
通
局)
や
特
定
郵
便
局
の
南
子
安
局 、
大
和
田
局
が
開

そ
の
こ
ろ 、
急
激
な
都
市
化
に

設
さ
れ 、
本
来
の
郵
便
取
扱
と
と
も
に
金
融
面
で
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
るc

第4章

• 
釜電 六電
神霊 日 話

二一O 九八七六五 四 三二一喜 ) 開
番 1 設

当
初
の
加
入
者
昭
和
..... 
，、

年
十
月
十
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加
入
者

名

釜
神
郵

便
局

周
西
信
用
販
売
利
用
組
合

鈴
木
長
次

周
西
村
役
場

坂
井
四
郎
治

原

四
郎
治

小
西
与
三
郎

山
中
良
助

山
中

菊治

保
坂
亀
次
郎

高
橋
喜
太
郎

中
山
儀
助

下
釜中久釜釜釜湯坂坂中久釜住
神野保神神神江 田 田 野保神所



坂田の歴史

消
防
組の
誕
生
と
関
東
大
震
災

第1編

明
治
末
年
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て 、
坂
田
を
中
心
に
周
西
村
の
自
治
は
活
発
に
なっ
て
い
っ
た 。

そ
の
頃
に
は
海
苔
養
殖
も
よ
う
や
く
活
況
を
呈
し 、
農
業
面
で
も

改
善
が
す
す
み 、
半
農
半
漁
の
生
活

形
態
が
定
着
し
つ
つ
あっ
た 。

こ
う
し
た
中
で 、
各
種
の
組
織
も

整
備
さ
れ
て
い
っ
た 。
そ
し
て
そ
の一
環
と
し
て 、
大
正
初
期
に

は
消
防
組
が
組
織
さ
れ
た 。

八
重
原
村
で
消
防
組
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る。
そ
れ
よ
り

少
し
遅
れ
て 、
大
正
五
年

二
月 、
周
西
村
に
も

消
防
組
が
生
ま
れ 、
本
部
の
ほ
か
第一
部
か
ら
第六
部
ま
で
の
六
部
が
編
成
さ
れ

た 。
乙
れ
に
伴
い 、
坂
田
は
「

周
西
村
消
防
組
第一
部」
と
なっ
た 。

消
防
組
織
の
誕
生
に
伴っ
て
坂
田
字
花
の
井
に
は
消
防
詰
所
(
夜
警
所)
が
設
け
ら
れ
た 。
そ
こ
に

は
手
押
ポ
ン
プ 、
水
桶 、
釣
鐘 、
梯
子 、
鳶
口 、
斧
な
ど
の
消
防
用
具
が
備
え
ら
れ 、
そ
の
傍
に
は
木

柱
の
火
の
見
櫓
も

建
て
ら
れ
た 。
そ
し
て 、
村
内
の
防
火
と
消
防
に
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
た 。

消
防
組
が
発
足
し
て
間
も
な
く 、
関
東
地
方
は
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た 。
関
東
大
震
災
で
あ
る。

大
正
十
二
年
九
月一
日
午
前一
一
時
五
八
分 、
関
東
地
方
を
襲っ
た
こ
の
大
地
震
は
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
た 。
マ
グニ
チュ
ー
ド

七・
九 、
震
源
地
は
伊
豆・
大
島
付
近
だ
っ
た 。
折
か
ら

昼
食
時

と
あっ
て 、
東
京 、
横
浜
の
密
集
地
に
は
火
災
が
発
生 、
未
曽
有
の
大
惨
事
と
なっ
て
し
まっ
た 。

「
東
京 、
横
浜
で
発
生
し
た
火
災
の
煙
が
空
を
覆
い 、
坂
田
の
山
野
に
ま
で
灰
や
紙
屑
が
た
く
さ
ん
飛

ん
で
来
た 。」
震
災
を
体
験
し
た
古
老
た
ち
は、
当
時
の
恐
怖
が
さ
め
や
ら
ぬ
か
の
よ
う
に 、
そ
の
体

験
を
語っ
てい
る。
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坂
田
を
は
じ
め
周
西
村
内
で
も

建
物
の
倒
壊
や
交
通
通
信
施
設
の
被
害
な
ど
大
き
な
損
害
を
被っ
た 。

当
時
の
周
西
村
役
場
の
文
書
に
よ
れ
ば 、
周
西
村
の
被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あっ
た 。

周
西
村
の
被
害
状
況

付
住
民
と
建
物
に
関
す
る
被
害

川
住
民
に
関
す
る
被
害

死
亡
男二
名

負
傷

女二
名

男
二
名

同
建
物
被
害

災
害
時
の
村
の
世
帯
数
五
二
O一戸

住
宅
全
壊
九
O
戸

半
壊
四
八
戸

大
破
一
O
四一戸

非
住
家
被
害
全
壊
一
二
七一戸

明治一終戦までの坂田

半
壊

五
二一同

大
破
一
三
八
戸

一
般
住
民
の
執
り
た
る
処
置

応
急
措
置
と
し
て
小
屋
掛
を
な
し、
食
品
炊
出
し
を
行
な
い 、
一
時
を
凌
ぎ 、
又
各
自
警
戒
し
て

災
厄
の
惨
を
少
な
か
ら
し
め
た
り 。

損
害
見
積
額
は
約
五
O
万
円
と
推
定 。

第4章
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君津町消防団資料)
分団区分 詰所及在地 自動車 二自動

輪車 ガ手ソリ挽ン
小
動

型力 腕用 目持 入 年 月 日
本 部 君津町久保
第 1 分団 直 1 昭20年9月

2 内蓑輪 1 大10年8月
3 外箕輪 1 大14年1月
4 杢 師 l 手挽昭20年 1月 腕用大15年3月
5 南子安 l 1 手挽昭27年12月 腕用大8 年

6 北子安 l 1 手挽昭26年7月 腕用大1 4年2 月
7 久 保 1 1 手挽昭27年12月 腕用大15年
8 中 野 l 1 自動車昭27年12月 腕用大5年2 月
9 坂 国 1 (手挽昭3 年) 三輪車昭26年5月
10 大 和田 l l l 自動車昭28年8月 腕用大6 年1 月 手挽昭20年9月
11 人 見 l 手挽昭14年8月 腕用不明
12 人 見 1 1 自動車昭20年1 1月 腕用大14年
13 E-a a1 与 1 腕用昭2 2 年10月

言十 3 l 6 1 11 

(昭和28年1 2月現在君津町消防団機織数及ひ冒置表



坂田の歴史第1編

川
村
民
所
在
す
る
官
公
街
の
被
害

建
物
の
被
害

周
西
小
学
校

全
壊

役
場
庁
舎
(
坂
田)
半

壊

駐
在
所
(
大
和
田)
大
破

隔
離
病
舎
(
人
見)
全

壊

吏
員
の
負
傷
二
名

小
学
校
児
童
は、
坂
田
長
福
寺 、
人
見
青
蓮
寺
の
寺
院
を
修
繕
し
収
容
授
業
を
な
す 。

役
場
は
坂
田
漁
業
組
合
事
務
所
を
借
り
て
執
務
せ
り

学
校
役
場
の
器
具
器
械
類
は
大
破
し
て
用
を
な
さ
ず 、
書
類
は
完
き
を
得
た
る
程
度
な
り
き

的
神
社
寺
院
の
被
害

人
見
神
社
全

壊

大
蓮
寺 、
長
安
寺
全

壊

.
青
蓮
寺 、
長
福
寺 、
増
光
寺 、
大
雲
寺
大
破

口
周
西
小
学
校
の
被
害

建
物
は
本
校
舎 、
雨
天
体
操
場 、
裁
縫
室 、
物
置
等
全
部
倒

壊
し
て
惨
状
目
も
あ
て
ら
れ
ず 、
幸

い
に
放
課
後
な
り
し
を
以
て
職
員
及
び
児
童
数
名
居
残
り
た
る
も

死
傷
者
な
し

建
物
被
害
見
積
額

四
五 、
0
0
0
円

教
具
教
材
被
害
見
積
額

二 、
0
0
0
円

授
業
は
九
月
十
日
よ
り

前
記
寺
院
に
於
て
開
始
す 。
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状
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日
交
通
通
信
被
害

川
村
道
路 、
橋
梁
及
び
鉄
道
等
交
通
関
係
被
害
と
応
急
措
置

人
見
山の
大
崩
壊
に
よ
り

道
路
及
び
小
糸
川
の
流
水
を
止
め
た
る
は
最
も
恐
る
べ
き
も
の
に
し

て一
朝
出
水
あ
ら
む
か
震
害
に
加
ふ
る
に
水
害
を
受
け
る
が
と
と
き
場
合
は、
そ
の
惨
状
想
像

す
る
だ
に
戦
傑
を
禁
ず
る
能
は
ず 。
故
に
之
が
掘
撃工
事
は一
日
も

忽
せ
に
す
る
能
は
ざ
る
を

以
て
全
力
を
之
に
注
ぎ 、
青
堀
町
と
共
同
之
に
当
る
こ
と
と
せ
り 。

之
が
工
事
に
際
し
て
は、
村
内
消
防
組
員 、
在
郷
軍
人
分
会
員 、
青
年
団
員
の
労
働
奉
仕
に

よ
り
た
る
は
勿
論 、
遠
く

県
内
在
郷
軍
人
分
会
よ
り
援
助
を
与
え
ら
れ 、
尚
軍
隊
よ
り

警
備
の
た

め
出
動
あ
り
た
る
を
以
て
当
時
の
状
況
を
想
像
し
得べ
し

同
郵
便
電
話
の
被
害

電
柱
の
倒
れ
た
る
も
の、
電
信
の
切
断
さ
れ
た
る
も
の
数
多
し

す
な
わ
ち 、
周
西
村
で
も

周
西
小
学
校
が
倒
壊
し
た
の
を
は
じ
め 、
建
物
多
数
が
全・
半
壊
し、
二

明治一終戦までの坂田

名
の
尊
い
犠
牲
者
を
出
し
た
の
で
あっ
た 。
と
り
わ
け 、
人
見
山
の
ガ
ケ
崩
れ
に
よっ
て
小
糸
川
が
堰

止
め
ら
れ 、
出
水
に
よ
る
水
害
の
恐
れ
が
あ
り 、

消
防
組
員
を
は
じ
め
在
郷
軍
人
会
な
ど
が
中
心
と
な

り 、
村
人
総
出
で
そ
の
開
さ
く
に
当
た
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る。

乙
の
時 、
坂
田
で
も
長
福
寺
が
大
破 、
ま
た
初
津
正
之
助
宅
内
の
村
役
場
庁
舎
が
半
壊
す
る
と
い
う
被

害
を
受
け
た
が 、
そ
れ
を
除い
て
さ
し
た
る
被
害
が
な
かっ
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あっ
た 。

こ
の
震
災
の
災
害
復
旧
に
坂
田
消
防
組
は
大
活
躍
を
し
た
が 、
そ
れ
を一
つ
の
契
機
と
し
て 、
内
容

第4章

を一
層
充
実
さ
せ
た 。
そ
し
て
昭
和
三
年
に
は、
坂
田
は
周
西
村
で
初
め
て
手
引
動
力
ポ
ン
プ
を
購
入

113 



坂田の歴史

し、
近
隣
の
消
防
組
か
ら
注
目
さ
れ
た 。
そ
の
時
の
第一
部
長
(
坂
田)
は
苅
込
和
三
郎
で 、
副
部
長

に
は
平
野
久
三
郎
と
安
藤
伊
之
助
が
あ
た
っ
て
い
た
が 、
手
引
動
力
ポ
ン
プ
の
購
入
で
消
防
組
員
の
志

第1編

気
は
ま
す
ま
す
高
まっ
た
の
で
あ
る。

そ
の
後 、
昭
和
十
四
年
四
月 、
戦
時
体
制
強
化
の一
環
と
し
て 、
消
防
組
は
周
西
村
消
防
固
に
改
組

さ
れ 、
六
分
団
編
成
と
し、
本
部
を
別
に
置
い
た 。
さ
ら
に
昭
和
十
八
年
四
月
に
は、
八
重
原
村
と
合

併
し
君
津
町
が
誕
生
す
る
に
及
び 、
君
津
町
警
防
団
と
な
り 、
そ
し
て
組
織
は
本
部
お
よ
び
十
二
分
団

編
成
と
なっ
た 。

周
西
村
役
場
の
新
設

周
西
村
役
場
は、
明
治二
十
二
年
の
周
西
村
の
発
足
以
来 、
坂
田
八
五
八
番
地
の
初
津
正
之
助
宅
母

屋
の一
部
を
借
り
受
け
て 、
役
場
事
務
を
遂
行
し
て
き
た 。
し
か
し、
明
治
か
ら
大
正
へ 、
そ
し
て
昭

和へ
と
時
代
が
変
遷
す
る
中
で 、
役
場
事
務
も
次
第
に
増
大
し、
新
た
な
役
場
の
建
設
が
強
く

望
ま
れ

る
に
至っ
た 。

そ
の
結
果 、
昭
和
七
年
三
月二
十
六
日 、
坂
田
七
三
七
番
地 、
水
越
清
所
有
の
水
田
を
埋
め
立
て
て

新
庁
舎
を
建
築
し、
移
転
し
た 。
村
長
は
榎
本
政
吉
で
あっ
た 。

学
校
や
役
場
な
ど
を
建
設
す
る
場
合 、
そ
の
位
置
を
め
ぐっ
て
ど
こ
の
町
村
で
も
部
落
の
利
害
関
係

な
ど
が
か
ら
み 、
は
げ
し
い
抗
争
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が 、
乙
の
周
西
村
役
場
の
新
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
も
な
か
な
か
の
議
論
が
あっ
た
よ
う
で
あ
る。
水
越
家
の
真
ん
前
の
苗
代
田
に
決
まっ

た
の
は
「

そ
う
し
た
抗
争
の
折
衷
案
が
し
か
ら
し
め
た
も
の」
と 、
そ
れ
に
関
係
し
た
長
老
は
語っ
て

1 14 
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舎
は
木
造
平
屋
建
で 、
村
長
室
は
応
接
間
を
兼
ね
た
個
室
と
なっ
た 。
村
会 、
各
種
団
体
の
会
合

な
ど
の
た
め
に
立
派
な
会
議
室
も

整
え
ら
れ
た 。
そ
こ
に
は
歴
代
村
長
の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ 、
近
隣

の
町
村
で
も
自
慢
の
役
場
だ
っ
た 。
玄
関
前
に
は
多
行
松
の
大
株
が
二
本
植
え
ら
れ 、
敷
地
の
周
囲
は

土
手
で
か
こ
わ
れ
て
い
た 。
電
話
も
釜
神
四
番
と
し
て
新
規
加
入
さ
れ 、
通
信
の
便
の
よ
さ
も
話
題
に

の
ぼっ
た 。
乙
の
新
役
場
の
完
成
を
祝っ
て 、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ 、
天
神
山
村
不
入
斗
の
「

踊
り

芸
人」
た
ち
が
舞
台
を
張っ
て 、
踊
り
や
芝
居
を
演
じ
て
観
衆
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た 。

そ
の
前
後
の
周
西
村
の
状
況
を
み
る
と 、
昭
和
十
年
と
ろ 、
戸
数
五
五
O一戸 、
人
口=
二
O
O
人
で

あ
る。
村
の
財
政
規
模
(
予
算)
は
二
1

三
万
円 、
役
場
職
員
は
村
長
以
下
七
l

八
名
で 、
村
治
の
執

行
機
関
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た 。
ち
な
み
に
職
員
の
給
料
は
月
額
三
O
円
か
ら
五
O
円
と
い

っ
た
と
こ
ろ 。
仕
事
の
中
で
と
り
わ
け
重
要
だ
っ
た
の
は、
租
税
の
徴
収
だ
っ
た 。

当
時
の
職
員
だ
っ
た
某
氏
は
乙
う
語
る。

「
徴
税
令
書
は
ロ
ー

ル
半
紙
と
い
う
すべ
すべ
し
た
紙
に
ガ
リ

版
刷
り
さ
れ一一戸
ご
と
配っ
て
歩
い
た

明治ー終戦までの坂田

も
の
で
し
た 。
税
の
種
類
は
営
業
税 、
地
租 、
家
屋
税 、
営
業
税
附
加
税 、
地
租
附
加
税 、
戸
数
割
税

と
いっ
た
も
の
は
ま
あ
普
通
で
す 。
な
か
に
は
自
転
車
税 、
荷
車
税
と
い
っ
た
変
わ
り

種
も
あっ
た 。

荷
車
税
は
大
車 、
中
車 、
小
車
に
分
か
れ
て
い
て 、
役
場
で
そ
れ
ぞ
れ
焼
印
を
車
体
に
押
し
て
区
別
し

て
い
ま
し
た 。

月
税
と
し
て
は
理
容
者
税 、
酌
婦
税 、
雇
婦
税
な
ど 。
季
節
的
な
税
金
で
は
扇
風
機
税
と
い
う
の
も

あ
り
ま
し
た・・・・・・L

第4 章

督
促
状
に
は
赤
紙
が
使
用
さ
れ
た 。
督
促
手
数
料
は一
律一
O
銭
で 、
本
税
よ
り

高
く
つ
く

場
合
も
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坂田の歴史

あっ
た
と
い
う 。

ま
た
清
潔
法
と
い
う
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
て 、
そ
れ
も
役
場
職
員
た
ち
の
仕
事
で
あっ
た 。
今
流

第1編

に
い
え
ば
予
防
衛
生
を
指
す
の
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
は
春
秋二
回 、
各
部
落
ご
と
に
日
を
定
め
て
実
施
さ

れ
た
大
掃
除
の
こ
と
で
あっ
た 。
当
時
は
伝
染
病
の
疫
痢
が
流
行
し 、
高
熱
を
出
し
て
手
遅
れ
と
な
り

幼
児
た
ち
の
死
亡
率
が
高
かっ
た 。
一
万 、
豚コ
レ
ラ
の
発
生
も
多
く 、

豚
舎
の
消
毒 、
豚
の
薬
殺
な

ど
も
多
く
見
ら
れ 、
予
防
衛
生
は
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
時
代
だ
っ
た 。

大
掃
除
は
好
天
の
日
が
選
ば
れ 、
各
家
庭
で
は
庭
に
ム
シ
ロ
を
敷
い
て
畳
を
H

八H
の
字
に
立
て
か

け
て
干
し 、
家
中
を
清
掃
す
る。
役
場
の
職
員
は、
駐
在
所の
巡
査 、
区
長
と
と
も
に
各
世
帯
の
大
掃
除

ぶ
り
を
点
検
し
て
回
り 、

一
軒一
軒
の
戸
口
の
柱
に
「

春
(
秋)
季
清
潔
法
施
行
済」
と
印
刷
し
た
紙

片
を
貼
り

付
け
て
歩
い
た 。
ま
た
年
に一
度
は
衛
生
思
想
普
及
の
た
め
の
活
動
写
真
会
を
小
学
校
の
講

堂
で
聞
き 、
村
人
た
ち
を
集
合
さ
せ
た 。
こ
ま
ご
ま
と
し
た
仕
事
は
数
限
り
な
く
あっ
た
が 、
第二
次

世
界
大
戦
以
前
の
周
西
村
役
場
は
平
和
な
時
を
送っ
て
い
た
の
で
あっ
た 。

日

中

・

太

平

洋

戦

争

と

君

津

町

の

誕

生

中
国
大
陸
の
満
州
で
事
変
が
起
こ
っ
た
の
は
昭
和
六
年
の
九
月 。
こ
の
と
き
の一
発
の
銃
声
は、
や
が

て
破
局
の
第二
次
世
界
大
戦へ
通
じ
る
道
で
あっ
た 。
そ
し
て
坂
田
の
青
年
た
ち
に
も

未
曽
有
の
不
幸

を
も
た
ら
す
乙
と
に
なっ
た 。
軍
事
色
が
濃
厚
に
なっ
て
く
る
と
政
府
は、
青
年
訓
練
所
と
実
業
補
習

学
校
を
合
体
さ
せ 、
全
国
で一
斉
に
「

青
年
学
校」(
昭
和
十一
年
十
月一
日)
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

っ
た 。
勤
労
青
年
た
ち
は
こ
こ
で
厳
格
な
軍
事
教
練
を
強
い
ら
れ 、
一
歩一
歩 、
軍
国
主
義
思
想
を
鼓

1 16 
-
青
年
学
校

昭
和
十

年
(一
九
三
五
年)
の
青
年
学校
令
に
基
づ

い
て
全
国
市
町
村
に
設
立
さ
れ
た
青
少
年
の
教
育
機
関 。

小
学
校
修
了
後
の
教
育
機
関
と
し
て
は 、
従
来 、
中
学

校
の
ほ
か 、
実
業
補
習
学
校
と
青
年
訓
練
所
が
あ
っ
た

が 、
後
二
者
を
統
合
し 、
市
町
村
と
と
に
設
置
さ
れ
た 。

当
初
は 、
普
通
科
二
年 、
本
科
五
年(
女
子
二
年) 、
研

究
科一
年
で 、
皇
民
教
育
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
が 、
日
華
事
変
以
後
は
軍
事
教
育
中
心
と
な
り 、

昭

和
十
四
年
に
は 、
尋
常
小
学
校
終
了
後
七
年
間
の
義
務

制
と
な
っ
た 。
し
か
し 、
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年 、
学

校
教
育
法
の
公
布
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た 。



吹
き
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る。

地
元
主
婦
た
ち
に
よ
る
周
西
村
婦
人
会
も 、

昭
和
九
年
に
は
大
日
本
国
防
婦
人
会
に
改
組
さ
れ 、「
銃

後
の
守
りL
を
か
た
め
る
乙
と
に
なっ
た 。

十
二
年
七
月
七
日
に
は
北
京
郊
外
の
芦
溝
橋
に
お
い
て 、
日
本
は
中
国
と
全
面
戦
争
に
突
入
し
た 。

日
中
戦
争
の
勃
発
で
あっ
た 。
そ
の
後
戦
火
は
中
国
全
土
に
飛
び
火
し
て 、
戦
い
は
と
め
ど
な
く

拡
大

し
て
い
っ

た 。

第一
回
の
召
集
令
状
が
周
西
村
役
場
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
十
二
年
の
七
月二
十
三
日 、
蒸
し
暑

い
真
昼
の
乙
と
だ
っ
た 。
召
集
人
員
は
八
名 。
年
齢
は
お
お
む
ね
三
五 、
六
歳
の
壮
年
兵
で
あっ
た 。

軍
部
は
現
役
兵
師
団
を
対
ソ
戦
に
備
え
て
満
州
に
配
置
し
て
お
く
た
め
に 、
他
の
中
国
戦
線へ
は
予
後

備
兵
を
大
量
に
百
集 、
派
遣
し
た
の
だ
っ
た 。

乙
の
と
き
坂
田
で
は
石
渡
春
吉
(
旧
姓
栗
原)
に
赤
紙
が
来
て 、
他
の
召
集
兵
と
と
も
に 、
八
月二

目 、
近
衛
師
団
に
応
百
し
た 。
そ
の
後 、
追
い
か
け
る
よ
う
に 、
広
部
徳
治
が
応
召
し
て
い
っ
た 。

や
が
て 、
日
中
戦
争
の
長
期
化
と
と
も
に 、
坂
田
か
ら
出
征
兵
士
も
増
加
し
て 、
有
為
の
青
年
た
ち

が
次
々
と
応
召
し
て
い
っ
た 。
そ
れ
と
と
も
に 、
戦
時
統
制
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た 。
昭
和
十

明治一終戦までの坂田

四
年
四
月
に
は、
か
つ
て
の
消
防
団
が
国
防
体
制
に
組
み
込
ま
れ 、
警
防
団
と
改
称
し
た 。
ま
た 、
昭

和
十
五
年
九
月
に
は、
内
務
省
の
通
牒
に
よっ
て
市
町
村
の
末
端
組
織
と
し
て
部
落
会
が
組
織
さ
れ 、

同
時
に 、
町
内
会 、
隣
保
班 、
常
会
な
ど
も

結
成
さ
れ
た 。
こ
れ
ら
の
組
織
に
よっ
て 、
総
動
員
体
制

は
日
本
の
す
み
ず
み
に
ま
で
行
き
わ
た
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
あ
る。

第4章

そ
し
て
昭
和
十
六
年
十
二
月
六
日 、
日
本
軍
の
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
に
よっ
て
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し

た 。
日
本
は
緒
戦
で
の
奇
襲
攻
撃
の
成
功
や
南
方
の
現
地
軍
を
打
破
し
た
勝
利
に
酔
い 、
戦
線
を
さ
ら
に

-
農
繁
期
の
臨
時
託
児
所

日
中
戦
争
時
代
か
ら
太
平
洋
戦
争
時
代 、
坂
田

の
青

壮
年
は
次
々
と
戦
場
に
応
召
し 、
海
や
田
畑
は
老
人
と

婦
人
た
ち

の
手
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た 。

こ
の
た
め 、

坂
田

銃
後
奉
仕
会
で
は 、
婦
人
た
ち
が
労

働
に
専
念
で
き
る
よ
う
に 、
農
繁
期
に
限
り

臨
時
託
児

所
を
開
設
し 、
約一
0
日
間 、
村
中
の
児
童
た
ち
を
預

っ
た 。

坂田農繁期託児所(昭和14年7月7日)
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坂田の歴史

拡
げ
た 。

だ
が 、
戦
局
が
す
す
む
に
つ
れ
て
輸
送
線
は
滞っ
て 、
物
資
は
欠
乏
し
た 。
当
初
か
ら
考
え
ら
れ
て

第1編

い
た
乙
と
だ
が 、
彼
我
の
国
力
の
差
は
い
か
ん
と
も
な
し
が
た
く 、

連
合
軍
は
着
実
に
戦
力
を
整
え
て

反
撃
に
転
じ
る
や 、
も
う
日
本
勢
の
敵
で
は
な
かっ
た 。
開
戦
半
年
に
し
て
た
ち
ま
ち
形
勢
は
逆
転 、

昭
和
十
七
年六
月 、
ミ
ッ
ド
ウェ
!

島
の
攻
略
に
失
敗
し
て
か
ら
の
そ
の
後
の
日
本
軍
は
撒
退
に
つ
ぐ

や
が
て
日
本
の
敗
北
は
決
定
的
な
も
の
と
なっ
て
い
く 。

撤
退 、
玉
砕
に
つ
ぐ

玉
砕
が
つ
づ
き 、

戦
局
の
重
圧
が
色
濃
く

坂
田
の
人
々
に
ひ
し
ひ
し
と
迫っ
て
き
た
の
は、
昭
和
十
五 、
六
年
乙
ろ
か
ら

で
あっ
た
ろ
う 。

わ
れ
わ
れ
の
身
辺
か
ら 、
あ
の
顔 、
乙
の
声
の
多
く
の
青
少
年
が
故
郷
を
は
な
れ
て
い
っ
た 。
坂
田

八
幡
神
社
で
武
運
長
久
を
祈
願
し 、
勇
壮
で
悲
槍
な
軍
歌
や
歓
呼
の
声 、
長
い
行
列
に
お
く
ら
れ
て 、

小
さ
な
周
西
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
か
ら
愛
すべ
き
母
や
妻
子
を
残
し
て
去っ
て
い
っ
た 。

坂
田
の
青
年
た
ち
は
内
地
の
兵
営 、
外
地
の
戦
場 、
あ
る
い
は
ま
た
軍
需
工
場へ
あ
わ
た
だ
し
く

動

員
さ
れ
て
い
っ
た 。
遠
く
中
国
大
陸 、
ピ
ル
マ 、
ル
ソ
ン 、
一
ュ
l

ギニ
ア 、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
な
ど
へ

赴
い
で
い
っ
た 。
愛
国
精
神
が
旺
盛
だ
っ
た
当
時
の
青
少
年
た
ち
は、
祖
国
の
た
め
に
身
を
挺
す
る
乙

と
を
い
と
わ
な
かっ
た 。
貴
重
な
青
春
の
身
を
す
りへ
ら
し 、
ひ
た
す
ら
祖
国
防
衛
の
信
念
に
燃
え
て

ひ
た
す
ら
戦っ
た 。
祖
国
の
勝
利
を
祈
念
し
つ
つ
と
は
い
え 、
砲
煙
弾
雨
の
な
か
で 、
純
真
な
若
者
た

ち
が
な
ぜ
地
獄
絵
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た
の
か 。

青
年
た
ち
が
第二
次
世
界
大
戦
の
戦
士
と
し
て
応
百
し
て
行っ
た
あ
と 、
周
西
村
に
は
二
つ
の
大
き

な
出
来
事
が
あっ
た 。
そ
の一
つ
は、
昭
和
十
七
年
か
ら
二
十
年
の
三
年
間 、
忽
然
と
姿
を
現
わ
し 、

敗
戦
の
ど
さ
く
さ
と
と
も
に
消
え
て
し
まっ
た
「

第二
海
軍
航
空
廠
八
重
原
工
場」
で
あ
り 、
も
う

1 18 
-
八
重
原
工
場(
第
二
海
軍
航
空
廠)
施
設
概
要

銀
鍍金工
場

光
学
兵
器
仕上
工
場

第一
爆
撃
工
場

製
図
工
場

車
輔工
場

発
動
機
置
場

整
備
工
場

配
給
所

治
具
工
場

物
品
納
入
場

木型工
場

守衛本部 、
第一
i

第五
守衛詰所

軸
承
工
場

第一
札
場

熱
処
理
工
場

第
二
札
場

機
械
工
場

第一
汽
缶
場

電
気工
場

燃
料
庫

鋼
工
場

発
動
機
防
音
運
転
場

事
務
所

工
員
養
成
所:・
校
舎 、
実
験
場(
機
械 、
仕
上 、
木
工) 、

寮
食
堂 、
番
舎 、
舎
監
宿
舎 。

第一
工
員
宿
舎:・
六
棟 、
舎
厳
副
舎
監
宿
舎 、
従
業
員
宿

舎 、
烹
炊
場 、
食
堂 、
浴
場 、
汽
缶
場 。

第
二
工
員
宿
舎:・
三
棟 、
舎
監
副
舎
監
宿
舎 、
従
業
員

舎 、
烹
炊
場 、
浴
場 、
汽
缶
場 、
倉

庫 、
病
舎 。

第
三
工
員
宿
舎

工
員
住
宅
(
台
住 、
東
前)

会
議
所 、
官
舎
(
高

坂)

丁
号
官
舎
(
北
子
安)

病
院
(
杢
師)
:・

理
学
的
治
療
所 、
外
来
本
館
手
術
所 、

第一
病
舎 、
第
二
病
舎 、
隔
離
病
舎 、

病
理
検
査
場 。



つ
は、
そ
れ
と
か
ら
ん
で 、
昭
和
十
八
年
四
月 、
周
西
村
と
八
重
原
村
が
合
併
し 、
君
津
町
が
誕
生
し

た
こ
と
で
あっ
た 。

太
平
洋
戦
争
た
け
な
わ
の
昭
和
十
七
年
四
月
十
七
日 、
木
更
津
海
軍
航
空
廠
岩
本
中
将
は、
周
西
村

の
久
保
お
よ
び
台 、
八
重
原
村
の
杢
師 、
南
子
安 、
北
子
安
の
五
部
落
に
ま
た
が
る
お
よ
そ一
O
O
へ

-
歴
代
君
津
町
長
・

君
津
市
長

明治一終戦までの坂田

和昭和昭和昭
平
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坂田の歴史

ク
タ
l

ル
の
土
地
に 、
兵
器 、
発
動
機
工
場
を
建
設
す
る
旨
を
両
村
長
に
通
達
し
た 。
そ
れ
以
前 、

の一
帯
は
こ
の
地
方
で
も
有
数
の
美
田
で
あっ
た
が 、
戦
時
下
の
と
と
と
て 、
有
無
を
い
わ
さ
ず
強
制

第1編

収
用
し 、
通
達
後一
O
日
自
に
は
早
く
も

着
工 、
徴
用
工
員二
五
O
名
を
含
め 、
軍
民
あ
げ
て
工
場
建

設
を
す
す
め
た 。
そ
し
て 、
間
も
な
く一

部
操
業
を
開
始 、
そ
の
後
も
増
設
工
事
を
推
進
し
た 。

こ
の
八
重
原
工
場
の
建
設
に
か
ら
ん
で 、
周
西
村
と
八
重
原
村
が
合
併
す
る
こ
と
と
な
り 、

昭
和
十

八
年
四
月一
日 、
両
村
の
合
併
が
実
現 、
「

君
津
町」
が
発
足
し
た 。
乙
の
合
併
も 、
戦
時
下
の
中
央
統

制
強
化
の
た
め
の
半
強
制
的
な
も
の
で
あっ
た
が 、
両
村
の
合
併
に
よ
り
「

君
津
町」
は
そ
の
第一
歩

を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る。

初
代
町
長
に
は
保
坂
亀
次
郎
が
就
任
し
た 。
戦
時
下
の
市
町
村
の
行
政
権
限
は
極
度
に
縮
少
さ
れ
て

い
た 。
そ
の
「

首
長」
の
選
出
に
対
す
る
規
制
も
すべ
て
が
中
央
統
制
が
加
え
ら
れ
て
い
た 。
す
な
わ

ち 、
市
長
に
つ
い
て
は
内
務
大
臣
が
当
該
の
市
会
に
候
補
者
を
推
せ
ん
さ
せ 、
勅
裁
を
得
て
選
任
し 、

一
方 、
町
村
長
に
つ
い
て
は
町
村
会
で
選
挙
し
た
も
の
を
府
県
知
事
が
認
可
す
る
と
い
う
も

の
で
あっ

た 。君
津
町
の
誕
生
に
よ
り 、

新
し
い
町
会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ 、
坂
田
か
ら
坂
井
四
郎
治
(
襲
名

以
前
は
豊
三) 、
と
坂
井
音
三
郎
の
両
名
が
選
ば
れ 、
戦
時
下
の
君
津
町
の
行
政
に
参
画
し
た 。

敗
戦
と
坂
田
の
英
霊
た
ち

君
津
町
が
誕
生
し
た
昭
和
十
八
年
四
月
に
は、
す
で
に
戦
局
は
わ
が
軍
に
き
わ
め
て
不
利
に
傾
き 、

連
合
軍
の
対
日
包
囲
網
は
次
第
に
狭
め
ら
れ
て
き
た 。
そ
し
て 、
戦
局
の
急
迫
化
と
と
も
に
応
召
者
は こ
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元
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急
増 、
適
齢
期
の
青
壮
年
に
は
次
々
に
召
集
が
か
け
ら
れ 、
戦
場へ
と
動
員
さ
れ
て
い
っ
た 。
そ
れ
と

と
も
に
昭
和
十
八
年
七
月
に
は
国
民
徴
用
令
が
改
正
さ
れ 、
圏
内
態
勢
強
化
の
た
め
の
戦
略
産
業へ
の

国
民
の
徴
用
が
強
化
さ
れ
た 。
さ
ら
に
同
年
十
月
に
は
学
徒
動
員
が
始
ま
り 、

翌
十
九
年一
月
K
は
緊

急
学
徒
勤
労
動
員
方
策
要
綱 、
緊
急
国
民
勤
労
動
員
方
策
要
綱
が
定
め
ら
れ 、
本
土
決
戦
に
向
け
て
の

動
員
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
た 。

し
か
し 、
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦(
十
九
年
六
月) 、
レ
イ
テ
沖
海
戦
(
周
年
十
月)
と
二
つ
の
海
戦
で
日

本
海
軍
は
連
敗
し 、
連
合
艦
隊
は
そ
の
主
力
を
失
い 、
太
平
洋
の
制
空
権
は
米
軍
の
に
ぎ
る
と
乙
ろ
と

な
っ
た 。
そ
し
て 、
そ
れ
と
同
時
に 、
米
軍
機
に
よ
る
本
土
空
襲
が
本
格
化
し 、
主
要
都
市
や
軍
事
施

設
が
米
軍
機
の
爆
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た 。
と
り
わ
け 、
二
十
年
三
月
十
日
に
は、
B

却
を

主
力
と
す
る
米
軍
機
の
爆
撃
に
よ
っ

て 、
首
都
東
京
の
主
要
部
分
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た 。

君
津
町
で
も 、
木
更
津
に
隣
接
し
て
い
た
乙
と
や
航
空
廠
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
数
次
に
わ
た

る
米
軍
機
の
襲
撃
を
受
け 、
航
空
廠
は
も
と
よ
り 、

周
西
駅 、
高
坂
官
舎
が
艦
載
機
に
よ
る
銃
撃
を
受

け
て
被
弾
し
た 。
ζ
の
ほ
か
坂
田
で
は、
安
藤
豊
作 、
平
野
治二 、
坂
井
武
次
宅
や
国
道一
六
号
線
が

銃
撃
を
受
け
た
が 、
人
命
に
は
異
常
が
な
かっ
た 。

明治~終戦までの坂田

八
重

原
工
場
は
度
重
な
る
爆
撃
を
受
け
た
た
め 、
同
工
場
の
工
員
た
ち
は
長
福
寺
や
漁
業
協
同
組
合

事
務
所
を
は
じ
め 、
い
く
つ
か
の
民
家
に
分
宿
す
る
こ
と
に
なっ
た 。
村
人
た
ち
は、
自
分
た
ち
の
生

活
も

苦
し
い
中
で 、
進
ん
で
協
力
し 、
工
員
た
ち
の
世
話
に
あ
た
っ
た 。
工
員
も
村
人
も
日
本
を
守
る

た
め
に
身
命
を
か
け
て
お
り 、
わ
け
へ
だ
て
は
な
かっ
た 。

昭
和二
十
年
八
月
十
五
日
正
午 、
ラ
ジ
オ
放
送
に
よっ
て
炎
天
の
夏
空
に
天
皇
の
「

終
戦
宣
言」
が

第4章

虚
し
く
流
れ
た 。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
り
日
本
は
無
条
件
降
伏 、
戦
争
は
終
わっ
た 。
阿
修
羅

平
野
輿
忘
雄

坂
井
俊
雄

平
野
輿
志
雄

岐
井
俊
雄
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坂田の歴史

-
日
支
事
変・
太
平
洋
戦
争
戦
没
者
た
ち(
戦
没
年
月
日
順)

弁 当立 安 安 秋 苅 井 石 色 有 色 牧 平 有 広 青 坂 有 広
祐 井 藤 藤 元 込 祐 渡 部野部野野 野 部 沢 井野部

徳 'ご向 性巾 春 行 豆日区 長 古同 一 文 徳
一 次 太 次

清 郎 仁 誠 郎 郎 弘 吉 浄 登 男 晃 郎 松 郎 清 郎 蔵 治

大 大 明 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 明 昭 大 大 大 大
9 15 44 13 2 12 11 4 3 7 10 10 9 37 3 3 11 3  3 空i
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 年月
1 6 8 12 3 4 11 3  8 12 6 6 3 1 0  1 3 7 8 

. . . . . . . . . . . . . . . . . 日
10 17 22 28 11 10 9 2 13 14 2 28 21 4 3 26 18 1 29 

軍陸距 睦軍 雫睦し 監きhて 軍梅 主陸転 車曹陸f
EE

I棲1」1 陸軍 酔軍軍 態七ム 酔軍 酔軍 睦軍 信EEE7局g1 阜睦 陸単 控一 半陸 階

曹 長 室 首 長 室 長 曹 重 臣 官 E E 長 主 主 級

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
戦
没年月

22 21 21 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 19 19 19 18 14 13 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

9 12 1 7 6 5 4 3 3 2 1 1 1 8 7 5 9 9 7 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . 日

21 23 4 20 15 20 7 16 10 4 24 5 3 4 4 15 5 2 19 

{戦義 公務 病戦 戦 戦 戦 傷戦 病戦 戦 戦 公務 戦 戦 病戦 戦 戦 戦 死 病戦 没戦
死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死

病
死 亡 死分区

籍
地

本
籍

地
本 中 中 比島

ル 中 中 ル ビ 籍
地

本 ル モ ビ 小 ニ 中 佐畠中国 国山 ソ 国 国 ソ ル ソ ロ ル 笠 ユ 国 国
南

京
第

ウ ン 制 武

第

国 ン マ ン タ マ 原 ギ 済 歩 徐
ミ 島 島 キ 島 イ 万 ニ 南 戦i場所告さ東省長 ラ モル 南京京 サ パ ヤ マ ノヲ 由 諸品 ァ 僻軍病兵第 州里

戦
f 

156 イ シ サ
仁

159 ン タ ウ ニ 面 ア 57 
砧嗣動ilL 夫県キilIl 北万 iパ州l 姦主ω 軸踊民:l 長ス セ ラ 方両 院 輔障

病
院

ン マ州村 ス
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-
太
平
洋
戦
争
の
戦
時
動
員
と
損
害

敗
戦
の
と
き 、
日
本
陸
海
軍
の
総
兵
力
は
七
二
O
万

人
に
達
し
た 。
の
べ一
0
0
0
万
人
が
兵
士
と
し
て
戦

争
に
参
加
し
た 。
こ
れ
は
日
本
男
子
の
総
数
の
四
分
の

一
、

ほ
ぽ
二
世
帯
に一
人
強
の
出
征
兵
士
を
出
し
た
乙

と
に
な
る 。

-
戦
死・
行
方
不
明
者
(
直
接
戦
場
で
失
な
わ
れ
た
兵

士
の
生
命)

約
二
O
O
万
人

-
非
戦
闘
員
の
死
亡
(
空
襲 、
原
爆 、
沖
縄 、
満
州
な

ど
で
死
亡
し
た
数)

約一
O
O
万
人

-
傷
演
軍
人

三
O
万
人
以
上

・
戦
災・
焼
失
家
屋

約
三一
O
万一戸

-
そ
の
羅
災
人
口

約一
五
O
O
万
人

.
徴
用
工
と
し
て
軍
需
産
業
に
か
り
出
さ
れ
た
者

約
三
O
O
万
人

・
学
徒
生
徒
勤
労
動
員

約
三
五
O
万
人

・
女
性
工
場
動
員
数

約二一
O
O
万
人

・
内
地
部
隊
軍
人

約
四
O
O
万
人

-
敗
戦
に
よ
っ

て
国
土
面
積
の
四
六
%
の
領
土
と
物
の

損
害
約
六
四
二
億
円 。
昭
和
十
年
と
比
較
し
て
国

富
の
四
分
の一
を
失っ
た 。



に
さ
れ
た
青
年
た
ち
の
頭
上
に
は
勝
利
の
栄
光
は
つ
い
に
や
っ
て
こ
な
かっ
た 。

坂
田
の
青
年
の
多
く
は、
悪
夢
か
ら
さ
め
た
よ
う
に
故
郷へ
帰っ
て
き
た 。
し
か
し 、
一
五
名
の
男

子
た
ち 、
彼
ら
は
そ
の
亡
骸
の一
片
す
ら
も

坂
田
に
は
立
ち
帰
ら
な
かっ
た 。

戦
争
と
は
ま
こ
と
に
悲
惨
で
非
情
な 、
そ
し
て
不
合
理
な
も
の
で
あっ
た 。
し
か
し 、
冷
静
に
思
い

め
ぐ
ら
せ
れ
ば 、
祖
国
の
た
め
に一
点
の
疑
い
も
な
く
死
地
に
赴
い
た
若
者
は
も
う
神
の
名
に
値
い
す

る
戦
後
三
十
六
年
を
経
た
今
日 、
生
き

残っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は、
つ
い
に
還一
る
こ
と
の
な
かっ
た
人

人 、
兄
弟 、
友
だ
ち
の
無
念
さ
を
想
い 、
二
度
と
ふ
た
た
び
誤
れ
る
戦
争
を
く
り
か
え
さ
な
い
と
誓
う

の
み
で
あ
る。
あ
の
残
酷
さ 、
愚
か
さ
を
決
し
て
わ
れ
わ
れ
の
脳
裏
か
ら
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い 。

簡
単
に
忘
れ
去っ
て
は
な
ら
な
い 。
ζ
こ
に
戦
没
者
諸
兄
の
芳
名
を
記
し
て
慰
霊
の
証
し
と
し
た
い 。

明 治 一 終戦までの坂田
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